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【研究の背景・目的】 

本研究は、地球核物質に関する最先端の高温高圧
研究にもとづいて、地球物理学的観測データを説明
する地球核の最適モデルを創出することを目的とす
る。具体的には、地球核の条件において、核を構成
する鉄合金の固相と液相の相関係と軽元素の分配の
実験的研究、放射光Ｘ線非弾性散乱法・超音波法等
を用いた金属鉄軽元素合金の固体および液体の音速
（縦波、横波）の測定、放射光メスバウア分光と X
線回折法による金属鉄軽元素合金の磁性・電子状態
の解明と状態方程式の決定などの物性測定を総合し、
地球物理学的観測データを満足する地球核の内部構
造の最適なモデルを創出する。 
 

【研究の方法】 

両面レーザー加熱ダイヤモンドアンビル高圧装置

（図１）を用いて、高温高圧下での金属鉄の固体・

液体、ケイ酸塩液体・金属鉄液体の Ni および Si、S、
C、O、H などの軽元素の分配実験を行い核の分離お

よび内核の成長に伴う軽元素の分配を明らかにする。 

Fe, Fe-Ni、Fe-Si、Fe3S、Fe3C、FeO、FeH など

の鉄・軽元素系物質について、両面レーザー加熱ダ

イヤモンドアンビル高圧装置を用いた高温高圧のも

とで(1)放射光を用いた X 線非弾性散乱法による音速

測定、(2)放射光メスバウア分光を用いた電子状態と

磁性の解明、(3）X 線粉末回折実験による状態方程式

の決定を行う。 
【期待される成果と意義】 

図２にhcp-Feの非弾性散乱測定の実験結果を例示

する。同様の測定を金属鉄軽元素系合金および鉄化

合物について行うことによって、それらの音速、密

度の関係を、世界最高の温度・圧力下で系統的に決

定することができる。これによって、外核および内

核に含まれる軽元素の種類と量を推定することが可

能になり、それにもとづいて、地球核の形成条件を

解明することができる。また、地震学的観測データ

を説明する最適な核の組成と構造のモデルを創出し、

地震波異方性、東西半球の不均質性、外核の表層お

よび底部の速度異常、内核と外核の組成の違いなど

地球核の未解明問題を解決することができる。 
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